
一　般　会　計

（０９）消　防　費

17年度 16年度

予算額 予算額

救 急 救 命 士 の

資 格 取 得 養 成 10,295 12,133 総 務 課

応急手当の普及啓発 2,138 1,569 警 防 課

消 防 総 合 指 令 情 報

シ ス テ ム の 運 用 254,988 155,772 通 信 指 令 課

メデ ィカ ル コ ン ト

ロール体制整備事業 6,137 13,505 警 防 課

火 災 の な い 安 全 な

ま ち づ く り 事 業 5,775 6,923 予 防 課

自 主 防 災 組 織 の

育 成 指 導 2,180 725 警 防 課

（ 新 規 事 業 ）

全 国 女 性 消 防 団 員 3,000 総 務 課

活 性 化 富 山 大 会

防 火 水 槽 の 整 備 61,472 53,571 警 防 課

平成17年度当初予算（案）主要事業説明

所　管事　業　名

（単位：千円）

平成15年度に構築した消防総合指令情報システムを活
用し、迅速な災害活動と効率的な消防事務を行い、市
民サービスの更なる向上を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　175,516千円

119番通報の集中受信など、消防総合指令情報システ
ムを再編し、新市での迅速な災害活動と効率的な事務
を行い、一体的な運用を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 79,472千円

救命効果の向上を図るため、「応急手当普及員バンク」に
登録された応急手当普及員の協力を得ながら、新市全体
として、応急手当の普及啓発を推進する。
　目標　講習回数 200回、受講人数 5,000人
　応急手当普及員バンク登録目標 200人
　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度）

救急救命士の処置範囲の拡大等救急業務の高度化に対
応するため、実施した応急処置の事後検証や再教育な
どを行うメディカルコントロール体制の充実強化を図
る。
　・気管挿管病院実習等の実施
　・検証医による事後検証の実施など

傷病者の救命効果の一層の向上を図るため、救急救命
士を計画的に養成する。
　平成17年度養成計画数 4人
 
　平成16年度末養成状況　66人

市民を対象に防火･防災意識の高揚を図り、災害のな
い明るいまちづくりを推進する。
　・消火器体験実習会の開催など

概　　　　　　　　　　　　要

地震等の大規模災害が発生した場合、自主防災組織が
効果的な活動を実施できるよう、各種機器の取り扱い
や応急救護、初期消火等の指導を実施する。

全国の女性消防団員等が一堂に集い、消防団活動につ
いて情報交換及び交流を行い、消防団活動の活性化を
図る。

消防水利の不足地域や消火栓のみに偏った地域に40?
の防火水槽を設置し、消防水利の充実を図る。
 ・40? 型防火水槽８基



17年度 16年度

予算額 予算額
所　管事　業　名

（単位：千円）

概　　　　　　　　　　　　要

消防車両の更新整備 169,729 232,703 警 防 課

富 山 消 防 署 東 部 159,000 総 務 課

出 張 所 の 建 設

分団器具置場の改築 40,500 19,500 総 務 課

地域の防災拠点である消防団器具置場を、防災資機材
等を収納できる施設として建て替え、地域の防災力の
向上を図る。
  五番町　敷地面積164.72㎡、延べ面積100㎡
　太　田　敷地面積231.52㎡、延べ面積100㎡

老朽化した常備消防拠点を移転建設し、防災拠点とし
ての機能の向上を図る。
　・敷地面積 3,199.99㎡
　・構造　鉄骨２階建て、延べ面積 891.27㎡
　・その他、災害備蓄庫併設

老朽化の著しい消防車両の更新整備を図る。
　・高規格救急車　　　　　1台（富山）
  ・水槽付消防ポンプ車　  1台（婦中）
  ・普通消防ポンプ車（団）2台（富山）
  ・救助工作車　　  　　  1台（婦中）


